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☆ ダ イ セ ル 化 学 、 Ｌ Ｌ Ｎ Ａ -Ｄ Ａ 法 、 Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ ／ Ｔ Ｇ に 収 載  

 ダ イ セ ル 化 学 工 業 は こ の ほ ど 、 同 社 が 開 発 し た 汎 用 化 学 品 の 皮 膚

感 作 性 を 簡 便 に 検 出 す る 方 法 で あ る Ｌ Ｌ Ｎ Ａ -Ｄ Ａ 法 が 、日 本 オ リ ジ

ナ ル の 安 全 性 試 験 （ 代 替 法 ） と し て 、 日 本 で 初 め て Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ テ ス ト

ガ イ ド ラ イ ン に 収 載 さ れ た 、と 発 表 し た 。Ｌ Ｌ Ｎ Ａ -Ｄ Ａ 法 は 、感 作

性 物 質 か ら 誘 導 さ れ る リ ン パ 球 の 増 殖 の 指 標 と し て Ａ Ｔ Ｐ （ ア デ ノ

シ ン 三 リ ン 酸 ） の 測 定 を 利 用 し た 評 価 手 法 。 化 学 物 質 の 皮 膚 感 作 性

を 調 べ る に は 、モ ル モ ッ ト を 用 い た テ ス ト が 汎 用 的 に 使 わ れ て き た 。

ま た 、 近 年 で は 、 Ｌ Ｌ Ｎ Ａ 法 が 開 発 さ れ 、 Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ テ ス ト ガ イ ド ラ

イ ン ４ ２ ９ と し て 世 界 的 に 普 及 し て い る 。 Ｌ Ｌ Ｎ Ａ 法 は 、 従 来 の 方

法 と 比 較 し 、 大 幅 な 試 験 期 間 の 短 縮 と 試 験 費 用 の 低 減 が 達 成 さ れ 、

多 く の 化 学 薬 品 を 評 価 す る 上 で 大 変 優 れ た 手 法 だ が 、 こ の 方 法 は ラ

ジ オ ア イ ソ ト ー プ （ Ｒ Ｉ ） を 用 い る こ と で 、 Ｒ Ｉ 実 験 区 域 を 持 た な

い 新 し い Ｌ Ｌ Ｎ Ａ 法 と し て 、Ａ Ｔ Ｐ を 指 標 と し た Ｌ Ｌ Ｎ Ａ -Ｄ Ａ 法 を

開 発 し 、 公 平 で 、 科 学 的 な 評 価 を 受 け て き た 。 同 評 価 は 、 国 内 十 七

研 究 所 で 二 回 に わ た る 共 同 研 究 が 実 施 さ れ 、Ｌ Ｌ Ｎ Ａ -Ｄ Ａ 法 の 有 効

性 が 確 認 さ れ た 。 こ の 結 果 を 受 け 、 日 本 の 動 物 実 験 代 替 法 の 研 究 を

推 進 し て い る 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 新 規 試 験 法 評 価 室 、 Ｊ ａ Ｃ

Ｖ Ａ Ｍ と 欧 米 専 門 機 関 の 協 力 の も と 、 厚 生 労 働 省 か ら Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ へ 新

規 試 験 法 と し て 申 請 が な さ れ 、 こ の ほ ど Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ テ ス ト ガ イ ド ラ イ

ン ４ ４ ２ Ａ と し て 採 択 さ れ た 。 ダ イ セ ル 化 学 は 、 化 学 薬 品 を 取 り 扱

う 企 業 で 、 そ の 皮 膚 感 作 性 を 明 ら か に す る こ と は 、 よ り 安 全 な 製 品

を 社 会 に 供 給 す る 責 任 と 、 よ り 安 全 な 生 産 現 場 を 実 現 し 労 働 者 を 災

害 か ら 守 る と い う 両 面 か ら 、 最 重 要 課 題 の 一 つ と 捉 え て お り 、 今 後

も よ り 安 全 な 製 品 の 開 発 を 目 的 に 研 究 を 進 め て い く 考 え だ 。  

 

 

掲 載 記 事 の 無 断 転 載 を 禁 止 し ま す 。 著 作 権 は 科 学 企 画 出 版 社 に 帰 属

し ま す 。  


